
「　ＷＩＳニュースレター　２００９０７ 」  　　　　　　平成２１年７月５日発行

　いつもお世話様です。海と天気のスーパーバイザー高津　敏です。

日々是好日。ビジネスや健康などの関心事とお天気の話題を

一所懸命お届けいたします。よろしくお願い申し上げます。

【　気候情報に関する東京会議　】

　

　気象庁は、本年12 月にコペンハーゲンで開かれる国連気候変動枠組条約第 15

回締約国会議（COP15）や本年 8 月末～9 月にジュネーブで開催される「第3 回

世界気候会議（WCC-3）」で予定されている気候に関する新たな世界的な枠組み

作りに貢献するため、より良い気候情報による安全・安心・持続可能な社会を目指

して「気候情報に関する東京会議」を開催します（7月6 日（月）～8 日（水））。

　最終日（８日）には、気候情報の利活用の現状と見通し等について、広く

一般の方にも知ってもらうとともに、世界第一線の研究者も含め幅広い意見

をもとめるため、公開シンポジウムを開催します。会議の成果は、WCC-3 に向けた提言としてとりまとめる予

定です。本会議の中日の７日は２４節季の「処暑で七夕」。参加者は七夕の願いを何と書くのでしょうか

【　７月の主な暦　】　処暑・七夕（７日）　土用の丑（19 日）　海の日（20 日）　大暑（23 日）

【　グリーンガソリン（米からバイオ燃料）　】 　

　　

「　今週のお天気ワン　」　　　　　　　　　　　　　平成 20 年 01 月 10 日発表

プロフィール（ S25 年生 ）

青春の門の舞台・福岡県筑豊出身。

北大水産学部卒。巻網漁船・商船で

海の世界を満喫。89年会社設立。気

象情報を活用した「天気力」で防

災・環境保全・健康などに役立つサ

ービスを行っています。

 JA 全農は１日、新潟県で生産した水稲玄米を原料にしたバ

イオエタノール混合ガソリンの販売を１７日から始めると発

表しました。

【　背景とねらいなど　】

１．長期的に米の消費が減少する中で、米による転作作物と

して水田を活用し、地域農業の活性化につなげたい考え。

２．米を原料としたバイオエタノール生産することで、CO2

の排出量削減にも貢献できることから「グリーンガソリン」

と名づけました。

　　　　　　　　　　（　農業新聞７月２日　より編集　）

【　感　想　】

　グリーンガソリンがガソリンに占める割合は微々たるもの

ですが、その影響は製造量に関係するもみ殻から、土壌の改

良材、CO2 削減の多岐に及びます。何よりも、わずかでも農

家の所得につながる意義は小さくないと考えます。

　休耕田が緑の田んぼで本来の命と地域の景観を蘇らせ、周

辺住民の心の慰めにもなりるでしょう。願わくは、休耕田に

しておく調整金よりも、農家が所得を得られるシステムとし

て事業化に成功することです。是非とも実証試験で、農家に

米の実りを実感し秋祭りを心から祝って欲しいですね。

【　日焼け予防に緑茶をどうぞ　】

【　日焼けやしみのできる仕組み　】

　肌が日光の紫外線を吸収することで、体

内に活性酸素が発生。その作用でメラノサ

イトはＵＶを吸収する働きがあるメラニン

色素を放出。大量のメラニンが表皮に沈着

し、日焼けしみができる。

【　渋味成分カテキンの力　】

　カテキンは、しみが生成される直前に力

を発揮し、茶葉には 15～20％含まれ、抗酸

化物質「ＳＯＤ（スーパー・オキサイド・

デイスムターゼ）」を含み、活性酸素を除き

無毒化します。茶はビタミンＣとＥも含み

それらの抗酸化作用で、新しいメラニンの

生成を抑える効果が見込めるます。

【　日焼け対策に食べる茶も注目　】

茶葉を使った食べ物が注目されています。

東京の緑茶専門の喫茶店の客層の約８割が

20、30 代。茶葉のつくだ煮のおにぎり、抹

茶のシフォンケーキが人気を集めている
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　　　「　ウェザーWAN　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 21 年７月５日　発表

　　　最新の各地の予報はこちら　→URL  http://www.wis-x.co.jp　にて毎日更新しています

【　元気堂コーナー　】　（　「幽州の台に登る歌」に想う　）

　　幽州の台に登る歌　　唐　陳子昴（６６１－７０２）

前に古人を見ず　　　　　後に来者を見ず

天地の悠々たるを念ひ　　独りそう然として涕下る

　　　　　　　　注）　幽州は今の北京一帯の台（高層建築）のことです。

【　感　想　】

「漢文力（加藤徹著）」を読み、日本人にとっての漢文の持つ意味の大きさと重要性を再確

認しています。若き日、高校の春休みや夏休みから浪人中。手持ち無沙汰を感じ、何かに衝

かれたように一人でほぼ毎日のように、９０２メートルの福智山に登っていました。雲の動

きで、我が影が草の上をサーッと風の音とともにに流れます。

頂上に立ち、３６０度のパノラマを、無人の陽だまりの岩にもたれ、はるか彼方の洞海湾

を眺めるのが好きでした。前も後も誰もいない。山頂にいるのは自分だけ。

洞海湾を見つめ、あそこに行くのだ（商船大学に入ることをひたすら想っていました）。一

人で、春夏秋冬の頂上にいると、悠久の時間を流れ来る雲の白さに感じ、ウグイスや雉の声

に、猛烈な孤独感を感じたものでした。「こんなことをしていて大丈夫なのか」高みの中で、

涙がさっとでたという最終句には、あの頃の自分を思い出し来し方にこみ上げます。

発行人　気象情報システム株式会社　代表取締役　高　津　敏　(　気象コラムニスト　)

住　所　113-0033　 東京都文京区本郷１－１３－２　野口ビル３階
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